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研究成果の概要（和文）：社会的相互作用・コミュニケーションに困難のある自閉症をもつ

子どもの社会的認知の基盤について、実験心理学的に検討を行った。その結果、あくびの

うつりやすさ、他者の顔からの注意の離れにくさ、発話者の視線などの手がかりから語彙

を学ぶことについて、非定型性があること、また、アイコンタクトを確立することや指差

しなどを加えることで、それら認知課題の成績が向上することを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The cognitive basis of difficulty in social interaction and 
communication in children with autism was investigated by using experimental 
psychological tasks. The results showed that they have atypicality in contagious 
yawning, attentional disengagement from faces, and word learning via speaker’s eye 
gaze. It was also showed that their performance of these tasks improved when the eye 
contact was established or pointing cue was added.  
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１．研究開始当初の背景 
(1)あくびの伝播 

あくびは伝播することが明らかになって
おり、共感性との関連が示唆されている。ま
た、自閉症児は共感性に非定型性があること
が報告されており、研究代表者らのこれまで
の研究によって、自閉症児ではあくびの伝播
が起こりにくいことが明らかになっている。
しかし、自閉症児は他者の顔を見る際、定型

発達児に比較して目の部分をあまり見ない
ことが明らかになっており、また、あくびの
伝播には、目の部分を見ることが重要である
ことが示唆されている。 
 
(2) 顔からの注意の解放 
定型発達者では、他者の顔に対して特別に注
意が向けられ、モノにくらべると顔からの注
意の解放は遅い（注意が離れにくい）。一方、

機関番号：１２６０１ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2009～2011   

課題番号：２１３３０１６６ 

研究課題名（和文） 自閉症児の社会的認知に関する実験心理学的研究 

                     

研究課題名（英文） Experimental psychological study on social cognition in children 

with autism 

 

研究代表者 

長谷川 寿一（HASEGAWA TOSHIKAZU） 

東京大学・大学院総合文化研究科・教授 

 研究者番号：30172894 

 
 



 

 

自閉症児では、顔に特別な注意を向ける傾向
が弱いことが示されているが、いったん注意
が向けられた顔からは注意が離れやすいの
かどうかについては、これまで検討されてこ
なかった。 
 
(3) 
自閉症児は、発話者の視線の情報を利用して
語彙を獲得することが困難であることが報
告されている。しかし、この困難性が、発話
者の顔を見ていないからであるのか、視線を
追っていないからであるのか、視線の先のモ
ノを特別視していないからであるのか、のど
れであるのかについては、これまで検討され
てこなかった。 
 
２．研究の目的 
(1)あくびの伝播 
自閉症児においても、目の部分を見ること
（アイコンタクトの確立）により、あくびの
伝播が定型発達児と同程度に起こる可能性
が考えられた。そこで、あくびをしている顔
の目の部分を注視するよう実験操作を行い、
あくびの伝播について自閉症児と定型発達
児の間で比較を行うことを目的とした。 
 
(2)顔からの注意の解放 
自閉症児における顔からの注意の解放につ
いて、モノ（家の写真）からの注意の解放と
比較することで、実験心理学的に検討した。 
 
(3)参照的語彙学習 
眼球運動追跡装置（アイトラッカー）を用い
ることにより注視パターンを記録・解析し、
自閉症児が発話者の視線を参照しての語彙
マッピングの過程のうち、どの部分に困難を
示すのかについて検討を行った。また、指差
しを加えることにより、自閉症児も定型発達
児と同程度に発話者を参照して語彙マッピ
ングを行うのかどうかについて検討した。 
 
３．研究の方法 
(1)あくびの伝播 
あくび映像を観た後の実験参加者のあくび
の平均回数と統制映像（口あけなど）を観た
後の平均回数を比較した。また、映像前、目
にあたる部分に注視点を呈示して目を注視
させる実験操作を行うことにより、あくびの
回数が増えるのか（あくびの伝播）について
検討を行った。 
 
(2)顔からの注意の解放 
コンピュータ画面の中央に、顔またはモノの
写真を呈示した後、周辺にターゲットを呈示
して、中心から周辺へ注意を解放する課題を
行った。課題中の眼電位（EOG）を計測し、
顔からの注意の解放の速さとモノからの注

意の解放の速さを比較した。また、両目の間
に注視点を挿入し、目の領域を注視させる追
加実験も行った。 
 
(3)参照的語彙学習 
線画の発話者を呈示し、発話者がその右下お
よび左下に呈示される新奇物のどちらかを
向いて新奇語を発した。参加者が見ていたモ
ノを発話者が見ながら発声する条件（一致条
件）と、参加者が見ていない方のモノを発話
者が見ながら発声する条件（不一致条件）が
あった。それらの条件間で「視線を参照して
語彙をモノにマッピングしたか」および「注
視パターン」がどう異なるかについて検討し
た。また、指差しを加えた追加実験も行った。 
 
４．研究成果 
(1)あくびの伝播 
自閉症児にはあくびがうつらない、という研
究代表者らの先行研究に対して、目を注視さ
せる実験条件（アイコンタクトの確立）では、
自閉症児と定型発達児の間であくびの発生
回数に差はなかった。よって、目の注視（ア
イコンタクトの確立）により、自閉症児にお
いてもあくびの伝播が起こる可能性が示唆
された。 
 
(2)顔からの注意の解放 
定型発達児では、モノにくらべて顔からの注
意の解放は遅かったのに対し、自閉症児では
顔とモノからの注意の解放に差はなかった。
よって、自閉症児では、他者の顔から注意が
離れやすいわけではなかったが、定型発達児
で見られるような顔からの注意の離れにく
さは見られなかった。しかし、目の領域を注
視させる実験操作を行った追加実験では、自
閉症児も定型発達児と同様、顔からの注意の
解放はモノからの注意の解放より遅かった。
よって、目の領域の注視（アイコンタクトの
確立）により、自閉症児においても他者の顔
から注意が離れにくくなる可能性が示唆さ
れた。 
 
(3)参照的語彙学習 
一致条件については、自閉症児と定型発達児
との間で差がなかった。不一致条件では、発
話者の視線の先のモノを新奇語の対象物と
して選択する割合（視線参照による語彙マッ
ピング）が自閉症児において定型発達児と比
較して小さいこと、また、定型発達児は、発
話者の視線の先のモノをよく見ていたのに
対し、自閉症児ではその傾向が見られなかっ
たことがわかった。さらに、指差しを呈示す
ることにより、不一致条件においても、自閉
症児は定型発達児と同程度に発話者を参照
して語彙マッピングを行い、発話者の視線
（と指差し）の先のモノをよく見ることが明



 

 

らかになった。 
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